
JOMF 特別セミナーのご案内： 

 

『海外企業戦士とご家族の感染症リスク対策』 
～恐ろしい狂犬病のリスクから社員やご家族を守る為に～ 

海外邦人医療基金（JOMF）からのセミナー開催（大阪）に関するお知らせです。 

弊基金では、2010 年 3 月 4 日の試行開催以降、合計 9 回の JOMF 特別企画セミナーを開催してまいりま

した。 

今回は、『海外における感染症の現状とそのリスク対策としてのワクチン接種の意義・必要性』について東

京医科大学病院の濱田篤郎教授から、また、具体的感染症対策例として、特に「発症した場合の死亡率が

著しく高い」という『狂犬病』について、都立駒込病院の菅沼明彦先生からお話を戴きます。 

近年、日本企業の海外進出が増加の一途を辿る中、海外において長期に暮らす邦人は 113 万人に達してお

り、世界各地で活動を行う企業にとっては、貴重な経営リソースとしての従業員の健康、安全を守ること

が企業活動の持続的繁栄を守ることにつながります。 

既に東京では 6月 3日に浜松町貿易センターで開催、42 名の皆様に参加して戴くことが出来ましたが、大

阪の会員企業様にも『フォローアップ・セミナー』の形で特別セミナーを開催することといたしました。

海外の邦人を感染症から守るためにもこの機会を是非ご利用戴き、ふるって参加戴ければと存じます。 

東京会場では初めての試みとしてパネル討論を取り入れましたが、大阪では講師と参加者との間でお話を

して頂く時間を取ることにいたします。 

 

尚、会場スペースの関係で、申込者数多数の場合は、基本的に先着順で閉め切り、満員になった際には、

メールおよび弊基金の HP にてその旨お知らせいたします（案内状も含めて郵送はしません）。 

弊基金一同、当日会場にて皆さま方とお会いできることを楽しみにしております。 

 

日時：2012 年 1 月 11 日（水）13：00 開場（セミナー時間 13：30～16：30）その後懇親会 

会場：大阪商工会議所４F４０２号 B会議室 （所在地： 大阪市中央区本町橋 2-8） 

TEL： 06-6944-6268 

地図 URL： http://www.osaka.cci.or.jp/Shoukai/Map_Tel/shozaichi.html 

定員： 30 名（Max.） 

対象： JOMF 会員（費用：無料） 

申込： 申込用紙にご記入の上、メール添付でお送り下さい。 

 

プログラム（予定）： 

 開演：主催者あいさつ 13：30～13：40（10 分） 

 １．基調講演：  13：40～14：40（60 分） 

「海外勤務者の感染症とワクチン接種」 

  東京医科大学病院 渡航者医療センター 教授 濱田篤郎先生 

  １．海外勤務者の感染症リスク  

  ２．ワクチン接種を含めた予防対策 （＊講演後の Q&A を含む） 

（２．休憩     14：40～14：55（15 分）） 

３．講演：  14：55～16：00（65 分） 

  「狂犬病リスクとワクチン接種の必要性」 

  東京都立駒込病院 がん・感染症センター 医長 菅沼明彦先生 

  1．狂犬病 

  2．感染及び症状 

  3．問題点 

  4．受傷後の対応  

5．ワクチン接種に関する Q&A           （＊講演後の Q&A を含む） 

  

４．講師との座談会： 16：00～16：30（30 分） 

 ５．アンケート回収  

６．懇親会  17:00～19:00 頃まで 
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講師ご紹介 
【濱田篤郎教授について】（渡航者医療センターURL：http://hospinfo.tokyo-med.ac.jp/shinryo/tokou/） 

プロフィール：  

・1955 年 東京生まれ 

・1981 年 東京慈恵会医科大学卒業 

・1981 年 米国 Case Western Reserve 大学に留学（感染症、渡航医学を修得） 

・帰国後、東京慈恵会医科大学・熱帯医学教室講師 

・2004 年より海外勤務健康管理センターの所長代理 

海外勤務者の診療にあたるかたわら、新型インフルエンザやマラリアなど 

海外の感染症対策事業を運営。 

外務省の新型インフルエンザ対策・医療専門家としてもご活躍された後、 

・2010 年 7 月より東京医科大学病院・渡航者医療センター教授として現在に至る 

 

海外邦人医療基金の諸活動に関しても、長期にわたりご指導を戴いており、特に新型インフルエンザが

大流行した際には、「海外医療情報交換会（2009 年 10 月開催）」においてゲストスピーカーとしてお話

を戴いています。 

 

認定資格： 

国際渡航医学会（Certificate in Travel HealthTM）・日本内科学会認定医・日本寄生虫学会推薦 ICD

（Infection Control Doctor）・労働衛生コンサルタント 

所属学会： 

日本内科学会・日本感染症学会・日本渡航医学会（理事）・日本寄生虫学会（評議員）・日本熱帯医学（評

議員）・日本産業衛生学会（代議員）・日本職業災害医学会（評議員）・国際渡航医学会 

 

【菅沼明彦先生について】（病院 URL：http://www.cick.jp/） 

プロフィール： 

・1992 年 長崎大学医学部卒業 

・2001 年 都立駒込病院感染症科医員 

・2007 年 都立駒込病院感染症科医長、現職に至る 

   

感染症、特に狂犬病については世界各地の情報を収集分析されていると紹介されました。

中国やインドの狂犬病の実態等を踏まえた世界的な感染者の分布から、どの様に感染し、発症した場合

の症状や症例はどのようなものか、等についてご紹介して戴けるでしょう。 

 

認定資格： 

日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・日本感染症学会専門医・国際渡航医学会（Certificate in 

Travel Health™）・ICD（Infection Control Doctor）・日本化学療法学会抗菌化学療法指導医 

所属学会 

日本内科学会・日本感染症学会（評議員）・日本エイズ学会・日本臨床寄生虫学会（評議員）・日本熱帯

医学会（評議員）・日本ワクチン学会 
 

 

6 月 3 日セミナーのご報告は下記 URL からご覧下さい。 

http://www.jomf.or.jp/about/jigyou/pdf/20110617_00.pdf 

 

（JOMF ｻｲﾄ内セミナーコーナー）  

http://www.jomf.or.jp/about/jigyou/seminar.html 
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